
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研

 

1) 

 

デ

ま

団

わ

い

 

値

NH

と

し

 

 

 

 

 

 

 

2) 

 シ

か

組

処

パ

可

 

提

 

 

 

 

 

研究内容： 

超高分解能

銀河衝突合体

デルによると

す。銀河衝突

（星が密集

わかっていま

います。この

私は銀河衝

値シミュレー

HK などで上

で、星間ガ

た星団も力

準解析的モ

シミュレーショ

かかるなどのデ

組み込むことで

処理することで

パーコンピュー

能です。 
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能シミュレーシ

体が引き起

、銀河は銀河

突合体がおこ

した系）形成

す。また、銀

ように、銀河

突合体による

ションをお

映）。茶色が

スが圧縮され

学的エネルギ

モデルを用いた

ョンを用いた研

デメリットもあ

で銀河カタログ

で銀河進化を

ータを使わずと
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こす銀河進化

河同士の衝突

こると、銀河

成が起こるこ

銀河中心にあ

河衝突合体は

る銀河進化を

こなってい

が星間ガス、

れ大きな星団

ギーを失って

た銀河進化の

研究では、莫

ります。そこで

グを擬似的に

理解しようと

とも、数時間の

成／進化
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た銀河衝突合

化に関する研

突合体を繰り

河は劇的な進

ことや、円盤

ある大質量ブ

は銀河進化に

を理解するた

ます。下の図

白が新しく

団が形成しま

て銀河中心に

の解明 

莫大な計算時

で、銀河合体

に作成し、それ

しています。

の計算でカタ

化に関す
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値シミュレーシ
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研究をおこな

り返すことで

進化をするこ

盤銀河から楕

ブラックホー

に取って極め

ために、スー

図はシミュ

形成した星

ます（中央図

に落ちていき

時間（半年〜１

体史に物理モ

れを擬似観測

この手法では

タログを作るこ

する理論
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河進化の解明

なっています

で、より大き

ことがわかっ

楕円銀河へと

ールの成長と

めて重要な過

ーパーコンピ

レーション結

星を表してい

図）。最終的

きます（右図

年）が 

モデルを 

測・統計 

は、スー 

ことが 
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理学（博士

ーカー） 
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す。現在支持

な構造へと成

っています。

銀河形態の変

も深い関わ

過程であると

ュータを用

結果です（国

ます。２つの
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いて大規模な

国立天文台４

の銀河が衝突

の銀河がひと

高等専門学

t.ac.j

階層的銀河形
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